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(57)【要約】
　本発明はホームオートメーション電気器具（２ａ～２
ｅ）を備えたシステム（１）を制御する制御インターフ
ェース（３）に関する。システム（１）は入力キー（８
、９）と情報ディスプレイ（４）とを有し、情報ディス
プレイがメインエリア（５）と各々にシンボルを表示で
きるサブ分割ボックス（６ａ、６ｂ）とを有する。各ボ
ックスは複数の電気器具または複数の電気器具の複数の
グループに関連付けることができ、および／または複数
の電気器具を制御する命令に関連付けることができる。
本発明はまたインターフェースの操作方法に関する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホームオートメーション電気器具（２a－２ｅ）を備えるシステム（１）を制御する制
御インターフェース（３）の操作方法であって、
　前記制御インターフェースは入力手段(８、９）と情報画面（４）とを備え、
　前記情報画面は、各々がシンボルを表示できるセル（６a、６ｂ）にサブ分割されたメ
インエリア（５）を備え、
　少なくとも複数個の所謂「割当てられた」セルは複数の電気器具または複数の電気器具
の複数のグループに関連付けられ、および／または電気器具制御命令に関連付けられ、
　前記操作方法は、
・前記システムのホームオートメーション電気器具の制御を目的とした使用のモードと、
・複数のセルと複数の電気器具または複数の電気器具の複数のグループとの間の関連付け
、および／または複数の電気器具制御命令に関連付けを格納する構成モードと、
を備え、
　前記操作方法は、
　前記セル上にカーソルを位置付けるよう該カーソルを移動する少なくとも一つの段階を
備えるセルを選択するステップを備える、
ことを特徴とする操作方法。
【請求項２】
　前記カーソルの移動が前記制御インターフェースの入力手段の動作により制御される、
請求項１に記載の操作方法。
【請求項３】
　セルを選択するステップがまた前記制御インターフェースの入力手段の動作を備えた妥
当性確認段階を備える、
請求項１または２に記載の操作方法。
【請求項４】
　前記構成モードが、
・少なくとも「割当てられない」セルを選択するステップと、
・一つの電気器具または複数の電気器具のグループおよび／または一つまたは複数の制御
命令を選択するステップと、
・先に選択したセルを一つの電気器具または複数の電気器具のグループおよび／または前
記一つまたは複数の制御命令に関連付ける妥当性確認ステップと、を提供する、
請求項１乃至３の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項５】
　前記画面のメインエリア内で、複数の電気器具または複数の電気器具の複数グループお
よび／または電気器具の複数の制御命令に関連付けられる複数のセルを空間的に編成する
ためのカスタマイズモードを備える、
請求項１乃至４の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項６】
　前記カスタマイズモードにおいて、少なくとも
・割当てられた第１のセルを選択するステップと、
・前記電気器具または前記複数の電気器具のグループおよび／または前記制御命令または
前記第１のセルに先に関連付けられた制御命令に第２のセルが関連付けられるよう第２の
セルを選択するステップと、を備える、
請求項１乃至５の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項７】
　前記カスタマイズモードにおいて、
　前記第２のセルを選択するステップが、
・前記第１のセルと、
・前記一つの電気器具または前記複数の電気器具のグループおよび／または一つまたは複
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数の前記制御命令と、
の間の関連付けを解除する、
請求項１乃至６の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項８】
　ユーザモードにおいて、
　送られた制御命令の種類と宛先が、前記一つまたは複数のセルの選択によりおよび／ま
たは入力手段の動作により、少なくとも部分的に決定される、
請求項１乃至７の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項９】
　ユーザモードにおいて、
　２つの割当てられたセル、送信される制御命令の種類を決定する第１のセル、および送
信される制御命令の宛先を決定する第２のセルを選択するステップを備える、
請求項１乃至８の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項１０】
　所定の時刻に複数の電気器具への複数の制御命令の自動的送信をプログラムするための
スケジュールプログラムモードを備え、該スケジュールプログラムモードにおいて、
・少なくとも一つの制御命令と少なくとも一つの電気器具とに関連付けられた第１のセル
を選択するステップと、
・日付の一時的連続に対応する空間的連続セルの部分を形成する第２のセルを選択するス
テップであって、該第２のセルを複数の電気器具と前記第１のセルに関係付けられた複数
の制御命令とに関連付けるよう第２のセルを選択するステップと、を備える、
請求項１乃至９の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項１１】
　ホームオートメーション電気器具（２a－２ｅ）と、入力手段（８、９）と情報画面（
４）とを有する制御インターフェース（３）とを備えるシステム（１）を制御する制御イ
ンターフェースであって、
　前記情報画面は、各々がシンボルを表示できるセル（６a、６ｂ）にサブ分割されたメ
インエリア（５）を備え、
　前記セルは、複数の電気器具または複数の電気器具の複数のグループに関連付けられ、
および／または複数の電気器具制御命令に関連付けられ、
　前記インターフェースはまた、請求項１乃至１０の何れか１項に記載の操作方法を実行
するためのハードウェア手段（１４、１５）とソフトウェア手段とを備える、
ことを特徴とする制御インターフェース。
【請求項１２】
　前記画面は、一連の英数字を表示する少なくとも１つの補助エリア（１０、１１）を備
える、
請求項１１に記載の制御インターフェース。
【請求項１３】
　少なくともスケジュールプログラムモードにおいて、少なくとも一つの空間的連続セル
が日付の一時的連続に対応する、
請求項１１または１２に記載の制御インターフェース。
【請求項１４】
　前記入力手段が、入力キーである、
請求項１１乃至１３の何れか１項に記載の制御インターフェース。
【請求項１５】
　請求項１１乃至１４の何れか１項に記載の制御インターフェース（３）とホームオート
メーション電気器具（２ａ－２ｅ）とを備えた装置（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、ホームオートメーション電気器具を備えたシステムを制御するための入力キ
ーと情報画面とを備えた制御インターフェースに関する。本発明はまた、このようなイン
ターフェースの操作方法、構成方法およびカスタマイズ（特注生産）方法に関する。本発
明はさらに、このようなインターフェースとホームオートメーション電気器具およびこの
ようなインターフェースを備える装置とを用いたホームオートメーション装置のための制
御方法およびスケジュールプログラニング方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　リモートコントロールインターフェースの使用は、中央またはリモート制御装置から一
緒に制御可能なホームオートメーション電気器具またはビルディングオートメーション電
気器具のグループを配線無くまたは手間のかかることなく容易に構成するものとして知ら
れている。
【０００３】
　理論上、各電気器具は有線またはその他の個々の制御インターフェースを有する。この
インターフェースに加えて、制御可能なグループの部分である電気器具はまた、それゆえ
中央制御装置を介して制御できる。後者の場合、グループの各電気器具を対象とする制御
は、およそ同時にまたは命令の実行との間にオフセット時間を有する。
【０００４】
　電気器具のグループは必ずしも複数から構成されなくてもよい。単に一つの電気器具を
備えるグループの構成は、電気器具の個々の制御インターフェースに加えて中央処理装置
から電気器具を制御可能にする。
【０００５】
　ホームオートメーション電気器具の発展は、今日相当な数の電気器具、特にシャッター
、窓、ドア、照明器具および家庭電気器具の制御を可能とする。
【０００６】
　明らかに、ビルディングに関する電気器具、例えばビルディング正面の開口部またはシ
ャッターおよび部屋内の全電気器具の状況に応じるグループの電気器具を構成することに
は利点がある。これらのグループが構成されると、次いでグループの各々の電気器具に共
通命令を送ることができる。
【０００７】
　特に、起床、就寝、休日のための出発、数時間の不在および午後の居眠りのようなビル
ディング内の人の生活状況または活動の全種類に適切な特別な制御を提供することも有用
である。これらの特別な制御は、しばしばシーンまたはシナリオと呼ばれ、通常電気器具
のグループにリンクされ、電気器具に以前に学習した構成に切替えさせる。
【０００８】
　上記のことから、制御されるグループを容易に見つけるための電気器具のグループを正
確に編成し命名する手段を提供することが必要である。
【０００９】
　高性能の制御インターフェース、特にメニューオプション、学習オプションおよび個別
アイコンのような多様な自動関連情報を表示する液晶画面を備えた中央制御方式のインタ
ーフェースが市場にますます見られるようになっている。画面の使用は、明白に、ユーザ
がホーム電気器具の制御を単純化することを目的とする大量の情報を表示可能とする。
【００１０】
　逆に、コストの理由で、これらの画面はしばしば限定された寸法をもち、表示される情
報はしばしば記号または省略形で表示される。このことはユーザによる正しい情報の解釈
を妨害する。
【００１１】
　電気器具のグループに対する制御の状況において、種々のグループを容易に見つけるた
めユーザがこれらのグループに対する名前を付けること、必要ならば分類することを可能
にすることは一般的なことである。従来技術の解決法は、種々のグループに付けられた名
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前を表示する、例えばリストまたはドロップダウンメニューのスクロールに基づく。
【００１２】
　リストまたはドロップダウンメニューに関連する問題は以下の通りである。
・電気器具の蓄積と選択は名前（文字数がしばしば制限される）によってのみなされる。
・全電気器具の完全なリストを表示することは、それゆえ、文字の判読を困難にする文字
の寸法を相当減少することにより制御インターフェース画面の寸法を小さくすると、達成
困難である。情報を編成し表示するこれらの手段はそれゆえ小さい画面を有する制御イン
ターフェースに適合しない。
【００１３】
　特許文献１は大画面を有するパーソナルコンピュータを用いた強力な制御ツールを備え
たホーム電気器具制御システムを開示している。この場合、種々の部屋で制御される電気
器具の位置に関するホームのプランを図形で表示することが可能である。この文献の内容
は参考として本願に組み込まれるものとする。同じく、この形式の解決法は、小さい画面
を有するインターフェースに適合しない。
【００１４】
　特許文献２は、特に、一つまたは複数のホームオートメーション電気器具を制御可能な
ユーザインターフェースを備えたホームオートメーションシステムを開示している。この
ようなユーザインターフェースに関しては少なくともホームオートメーション電気器具お
よび電気器具操作シナリオがある限り多くの制御キーを設けることが必要である。このこ
とはインターフェースレベルで、非常に急激に許容不能となる重大な制約を生む。
【特許文献１】米国特許第６，７５６，９９８号公報
【特許文献２】米国特許第５，６２１，６６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明の目的は従来技術の公知の解決法を改善可能とし上述した欠陥を改善するホーム
オートメーション電気器具を制御する制御インターフェースを提供することにある。特に
、本発明は全体的に適合し制御するために用いられるホームオートメーション電気器具に
関する情報の表示を簡略化する小さい画面を有する制御インターフェースを提案する。こ
こで、ディスプレイの編成はユーザが自身のホームオートメーションシステムにディスプ
レイを適合させることにより修正できる。本発明はまた、この制御インターフェースの操
作方法ならびに制御インターフェースの構成、制御、スケジュールプラニングおよびカス
タマイズ方法を提案する。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明による操作方法は特許請求の範囲の請求項１により定義される。
【００１７】
　請求項１に記載された発明の種々の実施形態は特許請求の範囲の従属請求項２～１０に
より定義される。
【００１８】
　本発明による制御インターフェースは特許請求の範囲の請求項１１により定義される。
【００１９】
　上記インターフェースの種々の実施形態は特許請求の範囲の従属請求項１２～１４によ
り定義される。
【００２０】
　本発明によれば、装置は先に定義された制御インターフェースとホームオートメーショ
ン電気器具とを備える。
【００２１】
　添付図面は、例として、本発明による制御インターフェースを備えたホームオートメー
ション装置およびこのような制御インターフェースを操作する種々の手順を示す。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　図１に示されるホームオートメーション装置１は主として特に巻き上げシャッター２ａ
、ガレージドアアクチュエータ２ｂ、ブラインド２ｃ、照明装置２ｄおよびドア２ｅのよ
うなホームオートメーション電気器具２ａ～２ｅを有する。ホームオートメーション装置
１はまた、これらのホームオートメーション装置の制御を目的とする制御インターフェー
ス３を有する。この制御は、好ましくは無線周波数波の形式の制御命令を送信することに
より処理できる。
【００２３】
　［制御インターフェース］
　図２に示される制御インターフェース３はキーボード１２、表示画面４および無線周波
数の波を送信し受信する手段１７、１８に電気的にリンクされた（マイクロコントローラ
のような）処理ロジックユニット１４を有する。キーボード１２および表示画面は制御イ
ンターフェース３のユーザインターフェース３ａを形成する。
【００２４】
　処理ロジックユニット１４は制御インターフェースに関する構成情報および例えば電気
器具の識別子や実行可能な命令のような制御インターフェースにより制御される電気器具
に関する情報を格納するメモリ１５を有する。このメモリはインターフェースの操作を決
定するソフトウェアモジュールを格納するためにも使用できる。
【００２５】
　無線周波数波を送信し受信する手段は変調／復調回路１７とアンテナ１８とを有する。
種々の電気器具２ａ～２ｅもまた送信し受信する手段を装備する（図示せず）。
【００２６】
　キーボード１２は制御キー１３を有する。所定の操作モードにおいて、これらのキーの
上を押すことによりキーに関連する制御命令の送信が引起される。キーボード１２はまた
ナビゲーションキー８および妥当性確認キー９を有する。以下にこれらキーの機能を説明
する。
【００２７】
　表示画面４はセル６ａ、６ｂにサブ分割されたメインエリア５を表示する。好ましくは
、画面は長方形であり、セルは正方形である。好ましくは、セルは全て同一寸法を有する
。セルの寸法は、好ましくは５ｍｍより小さい。種々のセルはまた、好ましくはマトリク
スを形成する行と列内に編成される。各セルにおいて、一つ以上のシンボルが表示される
。これらのシンボルは、特に、正方形、円形、円盤または三角形のような幾何学的形状か
らなる。一つ以上の補助エリア１０、１１は、例えばメインエリアのどちらか一方の側に
設けられる一連の英数字形式での情報の表示を目的とする。
【００２８】
　画面は好ましくは液晶またはプラズマ光電子放射または有機ダイオード形式である。画
面はまた触覚形式である。この場合、先に記したキーボード１２の全てまたは部分は画面
の特定エリアに圧力を加えるとキーストロークと同一機能を有するように画面と一体化で
きる。さらに、キーを除く入力手段を使用できる。これらの制御手段は、特に、サムホイ
ールまたはトラックボールを含むことができる。
【００２９】
　セルは下記の要素と関連付けることができる。
・ホームオートメーション電気器具または
・ホームオートメーション電気器具のグループまたは
・制御命令または
・一つのホームオートメーション電気器具およびその制御命令（すなわち、ホームオート
メーション電気器具へアドレス付けられた制御命令）または
・複数のホームオートメーション電気器具およびそれらの制御命令（すなわち、複数のホ
ームオートメーション電気器具へアドレス付けられたそれらの制御命令）
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【００３０】
　先に記した一つ以上の要素に、関連付けられたセルを「割当てられた」と言い、関連付
けられていないセルを「割当てられていない」と言う。
　これらの関連付けの効果について以下に説明する。
【００３１】
　カーソル７もまた要求されたセルへ持っていくように画面上メインエリア内に表示でき
移動できる。このカーソルはメインエリアから補助エリアへも移動できる。カーソルはキ
ーボード状のナビゲーションキー８を押すことにより移動できる。カーソルは、例えばデ
ィスプレイリバーサル（反転表示）、ハイライト（強調表示）、輪郭、点滅または色の変
化の形式をとることができる。
【００３２】
　セル内に表示されるシンボルは種々の意味を持つことができる。例えば、シンボルの存
在は、種類が何であろうと、セルが「割当てられた」を意味する。画面と処理ロジックユ
ニットにより提供される能力により、異なるシンボルの提供が想像できる。そのとき、関
連付けられた一つまたは複数の電気器具の状態を示す異なる形式のシンボル、例えば巻き
上げシャッター開またはランプがオンに対して白色の正方形、巻き上げシャッター閉また
はランプがオフに対して黒色の正方形を持つことができる。代わりに、異なる色は状態を
示すために、または必要に応じて、異なる制御形式（それ自身の電気器具、グループ、シ
ナリオ）またはホーム内の異なる空間（ラウンジ、ベッドルーム、庭）に対してカラーコ
ードを用いることにより記憶を補助するために使用できる。
【００３３】
　マトリスク形式による画面のメインエリアの体系化は下記による「割当てられた」セル
の体系化を可能にする。
・ビルディング内の電気器具の位置に対応する空間表現または
・心理的またはニーモニック（mnemotechnical）表現または
・アルファベット構成または
・時間的構成または
・ユーザにより定義または希望された他の何れかの構成
【００３４】
　［制御装置の操作方法］
　制御インターフェース３は種々のモード、特に、下記のユーザモード、制御モード、構
成モードおよびカスタマイズモードで操作できる。
・ユーザモードまたは制御モードでは、画面上に表現されるセルに関連付けられるホーム
オートメーション電気器具が制御インターフェースから制御される。
・構成モードは、セルと電気器具および／または制御命令間の関係を格納するために使用
できる。
・カスタマイズモードでは、セルの再編成が可能であり、必要に応じて、メインエリア内
で所謂「割当てられた」セルの再編成が可能である。
【００３５】
　操作方法はまた、少なくとも一つの電気器具と予め決定された日付で制御命令の送信を
プログラムするための少なくとも一つの制御命令とに関連付けられたセルの配置を編成で
きるスケジュールプログラムモードを有する。
【００３６】
　異なる操作モードにおいて、主に画面４とキーボード１２とを有するユーザインターフ
ェース３ａの機能性は、ユーザがセルまたはセル内に含まれるシンボルを選択し、画面の
メインエリア内の表示を再編成するためシンボルを他のセルに移動することを可能にする
。これらの種々の操作はカーソルの使用を介してユーザが見ることができる。
【００３７】
　ユーザインターフェースの妥当性確認キーまたは入力キーはカーソルを移動するためお
よび例えば一次記憶メモリ内で、カーソルが位置付けられたセルの内容を選択するために
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使用できる。
【００３８】
　一つのセルからもう一つのセルへのカーソルの移動により、セルに与えられ割当てに対
応する名前に関する画面の補助エリア内の表示が自動的に変化する。
【００３９】
　操作モードは画面上に表示されるメニューの選択により選択できる。各モードにおいて
、セルのマトリクスおよび補助エリア上の何れかの情報は次に表示されることになる。
【００４０】
　表示はそれゆえ異なる操作モードにおいて同様である。
【００４１】
　必要ならば、操作モード（例えば、補助エリア内の絵文字または頭文字の形式で）を識
別する表示器を使用することができる。
【００４２】
　［制御インターフェースの構成方法］
　一度構成モードにおいて、構成方法がセル、ホームオートメーション電気器具およびこ
れらホームオートメーション電気器具に関する制御命令間の関連付けを定義可能にする。
【００４３】
　制御インターフェースの構成の前の段階において、従来技術から公知の学習手順を介し
て、制御しなければならないホームオートメーション電気器具に関する情報の所定量をメ
モリ内に受信し格納することは当然である。この情報は、特に電気器具の識別子およびこ
れらの電気器具により実行できる命令の種類を有する。
【００４４】
　代わりに、この学習を制御インターフェース構成手順中に行うことができる。
【００４５】
　この学習手順中に交換された情報もまたホームオートメーション電気器具上に全部また
は部分を格納できる。
【００４６】
　構成方法の一実施形態について、例として図３を参照して、以下に説明する。構成はイ
ンストーラにより達成される。
【００４７】
　第１ステップ１００において、制御インターフェースのキーボード１２上の特定のキー
ストロークの連続または組合せによりそれを構成モードに切替えることができる。構成モ
ードへのエントリーは画面上に表示されるメニューオプションを介しても得られる。
【００４８】
　第２ステップ１１０において、インストーラは画面上のカーソル７を所謂「割当てられ
ていない」セルの上に位置付けるように移動する。インストーラは次に妥当性確認キー９
を押し、セルが次に選択される。
【００４９】
　ステップ１２０において、電気器具または複数の電気器具のグループが選択される。こ
のステップはいくつかの方法で、制限されるものではないが、以下の例で実行される。
【００５０】
　第１の可能性によれば、制御インターフェースにより制御できる電気器具の識別子は画
面の補助エリア内に表示される。識別子はナビゲーションキーを押すことによりスクロー
ルすることができる。同様に、電気器具により実行できる制御命令の名前は画面の補助エ
リア内に表示される。これらの識別子および／またはこれらの命令が補助エリア内に現わ
れるときに妥当性確認キーを押すことにより、インストーラは電気器具および／または制
御命令を選択する。
【００５１】
　他の構成の可能性によれば、電気器具は自身を動作することにより（例えば、手持ちリ
モートコントローラのような個別の制御電気器具を用いて命令を送信することにより）選
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択され、この動作は電気器具を識別するメッセージ、必要に応じて命令を送信させる。こ
のメッセージに含まれる情報は次に制御インターフェースに格納される。この動作は記録
の妥当性確認前にそれゆえセルの割当て前に、種々の一つの同一のセルに関連付けられな
ければならない電気器具に対し繰り返される。
【００５２】
　ステップ１３０において、妥当性確認動作に引き続き、電気器具および／または選択さ
れた制御命令が選択されたセルに関連付けられる。
【００５３】
　このため、電気器具および／または上記制御命令の識別子は、例えば先に選択されたセ
ルに関連付けられたメモリエリア１５内に格納される。
【００５４】
　逆に、選択されたセルに対応する識別子は電気器具上に格納できる。
【００５５】
　ステップ１２０と１３０とを実行するもう一つの可能性は、セルに関連付けられた種々
の電気器具で、セルの識別子を格納するステップを含む。一つの電気器具（または複数の
電気器具）は、まず第一に（例えば電気器具に対する特定の動作により）プログラミング
モードに置かれ、次に制御インターフェースから、電気器具が所与のセルに関連付けられ
ていることを電気器具に知らせるメッセージを受信する。同様に、この情報を含む制御命
令はセルの番号を有する識別子コードである。メッセージは全ての電気器具への放送であ
るが、プログラミングモードに設定された電気器具のみがこの情報を使用する。
【００５６】
　電気器具は、適切なメモリ内に情報を格納する。それゆえ、このセルが制御モードに選
択されるとき、対応する命令が電気器具に割当てられていると解釈する。複数の電気器具
がそれゆえ所与のセルに関連付けられるように、同時にプログラミングできる。
【００５７】
　ステップ１４０において、セルの表示は「割当てられた」状態を示すように自動的に変
わる。例えばセルが「割当てられていない」ときにセルが自由にシンボル付けられるなら
、セルが「割当てられた」ときに四角形がこのシンボルに置き換わる。
【００５８】
　ステップ１５０において、一連の英数字が「割当てられた」セルに関連付けられるよう
入力することができる。この一連の英数字は、例えばセルがブラインドに関連付けられた
とき「ブラインド」を、セルが上昇命令に関連付けられたとき「上昇」を、セルが複数の
ブラインドに関連する上昇命令に関連付けられたとき「上昇ブラインド」を、含む。
【００５９】
　この方法は、異なるセルが異なる要素に関連付けられなければならないときステップ１
００にループする。
【００６０】
　ステップ１６０において、制御インターフェースのキーボード１２上の複数のキースト
ロークの連続または組合せは構成モードからそれを切替えるよう使用できる。
【００６１】
　［制御方法］
　制御方法を実行する一つの方法を、例として図４を用いて以下に説明する。一度インタ
ーフェースがユーザモードで実行されると制御方法は実行される。
【００６２】
　制御インターフェースがデフォルトのユーザモードになると仮定する。
【００６３】
　ステップ２１０において、ユーザは制御したい所謂「割当てられた」電気器具または電
気器具のグループに関連付けられたセル上にカーソル７が来るように画面上のカーソル７
を移動する。ユーザは次に妥当性確認キー９を押し、次いでセルは選択される。
【００６４】
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　ステップ２２０において、第１選択セルがたった一つの電気器具またはたった一つの複
数の電気器具のグループに関連付けられているとき、ユーザは、
・第１ステップ２２０において、所望の一以上の制御命令に関連付けられた所謂第２の「
割当てられた」セル上にカーソル７が来るように画面上のカーソル７を移動する。この場
合、ユーザは次に妥当性確認キー９を押し、次いで第２セルは選択されるか、または
・ステップ２３０において、制御命令に対応するキーボード上の制御キーを押す。ユーザ
が一つまたは複数の電気器具により実行したい制御命令に対応するキーボード上の制御キ
ーを押す。
【００６５】
　ステップ２４０において、一つまたは複数の制御命令が一つまたは複数の電気器具に直
接送信される。
【００６６】
　第１選択セルが一つの電気器具または複数の電気器具のグループに関連付けられ、一つ
または複数の制御命令に関連付けられるとき、この方法はステップ２４０を直接実行する
。ここでは、一つまたは複数の制御命令は一つの電気器具または複数の電気器具に直接送
信される。
【００６７】
　ステップ２５０において、一つまたは複数の制御命令は一つの電気器具または複数の電
気器具により実行される。
　この方法は次にステップ２１０にループする。
【００６８】
　カーソルを「割当てられた」セルに移動することにより、ユーザはセルに関連付けられ
ている要素のリストを見ることができる。これらの要素は補助エリア内で表示される。
【００６９】
　［制御インターフェースのカスタマイズ方法］
　一度カスタマイズモードに入ると、カスタマイズモードが実行される。カスタマイズモ
ードの実行方法の一つを、例として図５を参照して以下に説明する。このカスタマイズモ
ードは、特にセルおよび／またはユーザの好みの表現に対するセルの種々の状態に関連す
るシンボルの空間表現または最も記憶しやすい表現を適用するのに有用である。カスタマ
イズモードはまた、シナリオの時系列的なシーケンスを構成することを可能にする。
【００７０】
　ステップ３００において、制御インターフェースのキーボード１２上の特定のキースト
ロークの連続または組合せが制御インターフェースをカスタマイズモードに切替えるため
に使用できる。
【００７１】
　カスタマイズモードは、画面上に表示されるメニューオプションを介してもまたアクセ
スできる。
【００７２】
　ステップ３１０において、ユーザはカーソル７をユーザがメインエリア内で修正したい
セル上の第１の「割当てられた」位置に位置付けるようカーソル７を画面上に移動する。
ユーザは次に妥当性確認キーを押し、セルは次に選択される。
【００７３】
　ステップ３２０において、ユーザは、ユーザが現在第１セルに関連付けられている要素
と関連付けたい第２のセル上の位置にカーソル７が来るようにカーソル７を画面上に移動
する。ユーザは次に妥当性確認キー９を押し、第２セルは次に選択される。
【００７４】
　ステップ３３０において、第１セルに関連付けられた要素は自動的に第２セルに関連付
けられる。第２セルがすでに割当てられている場合、これらの要素は第２セルから関連付
けられ、該セルを選択した後、第３セルに関連付けることができる。
【００７５】
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　オプションステップ３４０において、第１セルに関連付けられた要素は、後者から関連
付けを解除する。このステップが実行されないとき、第２セルは単なる第１セルのコピー
である。このステップは、ステップ３１０と３２０との間で実行される。情報は次に一時
記憶メモリに格納される。
【００７６】
　第１に選択されたセルの選択は、例えば新しい位置に再割り当てられるまでブリンクす
るセルをもつことによりユーザに視認可能にマークできる。
【００７７】
　この方法は次に、ステップ１６０において、制御インターフェースのキーボード１２上
に特定のキーストロークの連続または組合せがカスタマイズモードから切替えられること
を可能にするまでステップ３１０にループする。
【００７８】
　カスタマイズモードにおいて、ステップ３１０では、選択されたセルを表現するために
使用されるシンボルまたはカラーを修正することが可能である。種々のシンボルまたはカ
ラーは、例えば妥当性確認キー９を長い時間押すことによりスクロールされる。
【００７９】
　本発明は、特に、電気器具の制御シナリオを容易に構成および実行することを可能にす
る。一つのシナリオは、例えば異なる電気器具により実行された一連の異なる制御命令に
対応する。したがって、本発明は、例えば長時間ビルディングを離れているとき、全ての
シャッターを閉め、全てのドアをロックし、かつライトを消すのに有用である。このよう
なシナリオを定義する本発明で、一つの同一のセルはそれを、全てのシャッターを下降す
る命令、全てのドアをロックする命令および全てのライトを消す命令同様、全てのシャッ
ター、全てのドアおよび全てのライトに関係付けられている。上記シナリオを実行するた
め、次に必要なことは、関連し選択したカーソルをセル上に移動することが全てである。
下降の命令は自動的にシャッターに送られ、ロック命令は自動的にドアに送られ、消す命
令は自動的にライトに送られる。
【００８０】
　［プログラミングスケジュール方法および自動制御方法］
　本発明はまた、所与の時間内に容易かつ視認可能に連続するシナリオの作成を可能にす
る。この最後まで、少なくともマトリクス画面上の一列のセルが時間表現、例えば画面上
のセルの最下段（bottom）列に割当てられる。一つの電気器具または複数の電気器具に関
する一つの制御命令または複数の制御命令に同時に関連付けられるセルは、図５に示す方
法により選択されかつ複製される。複製は最下段行に向けて発生する。この最下段行は次
に時間軸を構成する。このセルの連続はシナリオの時系列シーケンスの代表である。
【００８１】
　時間軸はセルの他の列から有利に分離している。代わりに、セルに関係付けられたシン
ボルはセルが時間軸に複製されるとき即座に形式を変える。
【００８２】
　セルは次に時間軸上で選択されるとき、ナビゲーションキーは画面の英数字部に表示さ
れるシナリオ作動時刻を修正するために使用できる。時間軸上に位置する２つのセル間の
「カラの」セルは次のセルのシナリオの運転に関する条件付きテストを表す。このような
セルが選択されると、ナビゲーションキーは次のセルに切替えるための条件を選択するた
めに使用できる。
【００８３】
　時間軸が２４のセルの位置を含むとき、またはこの数を複数含むとき、単一の変数が各
位置を一日のうちの一時間に割当てる。これらの位置の一つにおけるセルを複製すること
で、次に割当てられたシナリオが始動されねばならない時刻を十分に示す。
【００８４】
　このスケジュールプログラミング方法を実行するため、制御インターフェースをスケジ
ュールプログラミングモードに切替えることが必要である。
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【００８５】
　より高性能の変化はステップ３１０とステップ３２０との間の表示の種類を変更する所
にある。ステップ３１０において、表示は割当てられたセルのそれであり、数個のセルは
それゆえ同時に電気器具および制御に割当てられる。即座に、これらのセルの一つは選択
され、この方法はステップ３２０へ切替えられ、ここで画面はセルの第７列を表示し、各
々は２４の位置を含む。選択されたセル内で複製するためのこれらの（カーソルに付属さ
れた）セルの一つ（または複数）の選択は、週毎のプログラミングを可能にする。
【００８６】
　この説明の過程で判るように、入力手段は画面上の異なるセルに個々に関連付けられな
い。実際上、入力手段は、セルに共通である。換言すれば、入力手段は少なくとも数個の
画面上のセル上で動作できる。したがって、一度セルが選択されると、例えばキー８を画
面上の数個のセルの何れか一つにカーソルを移動させるために使用でき、キー９を画面上
の数個のセルの何れか一つを選択の妥当性確認するために使用でき、キー１３を画面上の
セルの一つに関連付けられたホームオートメーション電気器具の要素の移動に関する何れ
か一つの移動を個別に制御するために使用できる。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】本発明による制御インターフェースを備えたホームオートメーション装置を示す
図である。
【図２】本発明による制御インターフェースを示す図である。
【図３】構成モードにおける制御インターフェースの動作を示す図である。
【図４】制御モードにおける制御インターフェースの動作を示す図である。
【図５】カスタマイズモードにおける制御インターフェースの動作を示す図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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【手続補正書】
【提出日】平成19年10月30日(2007.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホームオートメーション電気器具（２a－２ｅ）を備えるシステム（１）を制御する制
御インターフェース（３）の操作方法であって、
　前記制御インターフェースは入力手段(８、９）と情報画面（４）とを備え、
　前記情報画面は、各々がシンボルを表示できるセル（６a、６ｂ）にサブ分割されたメ
インエリア（５）を備え、
　少なくとも複数個の所謂「割当てられた」セルは複数の電気器具または複数の電気器具
の複数のグループに関連付けられ、および／または電気器具制御命令に関連付けられ、所
謂「割当てられていない」セルは関係付けられず、
　前記操作方法は、
・画面上のカーソル（７）を制御される一つの電気器具または複数の電気器具のグループ
に関連付けられる所謂「割当てられた」セル上にカーソルを位置付けるよう該カーソルを
移動するセルを選択するステップを有する前記システムのホームオートメーション電気器
具の制御を目的とした使用のモードと、
・複数のセルと複数の電気器具または複数の電気器具の複数のグループとの間の関連付け
、および／または複数の電気器具制御命令に関連付けを格納する構成モードと、
を備え、
　前記操作方法は、
　前記セル上にカーソルを位置付けるよう該カーソルを移動する少なくとも一つの段階を
備えるセルを選択するステップを備える、
ことを特徴とする操作方法。
【請求項２】
　前記カーソルの移動が前記制御インターフェースの入力手段の動作により制御される、
請求項１に記載の操作方法。
【請求項３】
　セルを選択するステップがまた前記制御インターフェースの入力手段の動作を備えた妥
当性確認段階を備える、
請求項１または２に記載の操作方法。
【請求項４】
　前記構成モードが、
・少なくとも「割当てられない」セルを選択するステップと、
・一つの電気器具または複数の電気器具のグループおよび／または一つまたは複数の制御
命令を選択するステップと、
・先に選択したセルを一つの電気器具または複数の電気器具のグループおよび／または前
記一つまたは複数の制御命令に関連付ける妥当性確認ステップと、を提供する、
請求項１乃至３の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項５】
　前記画面のメインエリア内で、複数の電気器具または複数の電気器具の複数グループお
よび／または電気器具の複数の制御命令に関連付けられる複数のセルを空間的に編成する
ためのカスタマイズモードを備える、
請求項１乃至４の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項６】
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　前記カスタマイズモードにおいて、少なくとも
・割当てられた第１のセルを選択するステップと、
・前記電気器具または前記複数の電気器具のグループおよび／または前記制御命令または
前記第１のセルに先に関連付けられた制御命令に第２のセルが関連付けられるよう第２の
セルを選択するステップと、を備える、
請求項１乃至５の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項７】
　前記カスタマイズモードにおいて、
　前記第２のセルを選択するステップが、
・前記第１のセルと、
・前記一つの電気器具または前記複数の電気器具のグループおよび／または一つまたは複
数の前記制御命令と、
の間の関連付けを解除する、
請求項１乃至６の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項８】
　ユーザモードにおいて、
　送られた制御命令の種類と宛先が、前記一つまたは複数のセルの選択によりおよび／ま
たは入力手段の動作により、少なくとも部分的に決定される、
請求項１乃至７の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項９】
　ユーザモードにおいて、
　２つの割当てられたセル、送信される制御命令の種類を決定する第１のセル、および送
信される制御命令の宛先を決定する第２のセルを選択するステップを備える、
請求項１乃至８の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項１０】
　所定の時刻に複数の電気器具への複数の制御命令の自動的送信をプログラムするための
スケジュールプログラムモードを備え、該スケジュールプログラムモードにおいて、
・少なくとも一つの制御命令と少なくとも一つの電気器具とに関連付けられた第１のセル
を選択するステップと、
・日付の一時的連続に対応する空間的連続セルの部分を形成する第２のセルを選択するス
テップであって、該第２のセルを複数の電気器具と前記第１のセルに関係付けられた複数
の制御命令とに関連付けるよう第２のセルを選択するステップと、を備える、
請求項１乃至９の何れか１項に記載の操作方法。
【請求項１１】
　ホームオートメーション電気器具（２a－２ｅ）と、入力手段（８、９）と情報画面（
４）とを有する制御インターフェース（３）とを備えるシステム（１）を制御する制御イ
ンターフェースであって、
　前記情報画面は、各々がシンボルを表示できるセル（６a、６ｂ）にサブ分割されたメ
インエリア（５）を備え、
　前記セルは、複数の電気器具または複数の電気器具の複数のグループに関連付けられ、
および／または複数の電気器具制御命令に関連付けられ、
　前記インターフェースはまた、請求項１乃至１０の何れか１項に記載の操作方法を実行
するためのハードウェア手段（１４、１５）とソフトウェア手段とを備える、
ことを特徴とする制御インターフェース。
【請求項１２】
　前記画面は、一連の英数字を表示する少なくとも１つの補助エリア（１０、１１）を備
える、
請求項１１に記載の制御インターフェース。
【請求項１３】
　少なくともスケジュールプログラムモードにおいて、少なくとも一つの空間的連続セル
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が日付の一時的連続に対応する、
請求項１１または１２に記載の制御インターフェース。
【請求項１４】
　前記入力手段が、入力キーである、
請求項１１乃至１３の何れか１項に記載の制御インターフェース。
【請求項１５】
　請求項１１乃至１４の何れか１項に記載の制御インターフェース（３）とホームオート
メーション電気器具（２ａ－２ｅ）とを備えた装置（１）。
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